
 

 

Consideration about agency centrality through centrality thrugh a network 

analysis in astronomy and astrophysics science 

 

Takumi IWASHITA, Yuuji MIZUKAMI, 

天文学・宇宙物理学におけるネットワーク分析を通した媒介中心性に関する考察 

 

        日大生産工 ○岩下 巧巳  日大生産工 水上祐治 

            

 

１ 研究目的 

天文学とは、天体や天文現象など、地球外で

生起する自然現象の観測、法則の発見などを行

う自然科学の一分野であり、宇宙物理学とは天

文学の一分野で、恒星・銀河・星間物質などの

天体の物理的性質（光度・密度・温度・化学組

成など）や天体間の相互作用などを研究対象と

し、それらを物理学的手法を用いて研究する学

問である。天文学の中でも19世紀以降に始ま

った比較的新しい分野で、天文学の近代部門の

代表的な分野と目されている。 

本稿では、日本とアメリカについてそれぞれ

媒介中心性を用いたネットワーク分析を行い

天文学・宇宙物理学について研究している中心

人物を特定し、天文学・宇宙物理学に精通した

人々のコンピテンシーの発見をし日本の今後

の研究者に必要なものなどを考察していく。 

現状としては、日米の天文学・宇宙物理学分

野の論文数は継続的に増加している．しかし，

日本の論文数はいまだに1975年代のアメリカ

の論文数にも追い付いていない．日米の論文数

の推移を図１に示す 

 

 

２ 従来研究と本研究の特徴 

従来の研究では、日本における、ＳＮＳに関

する研究においてネットワーク分析［1］を行っ

た論文を収集して、分析方法で分類を行い、こ

の分野の研究傾向を考察するものだった[2]。 

本研究では、天文学・宇宙物理学での日本、

アメリカを対象に、中心的研究者を特定し、そ

の研究者のコンピテンシーの発見を目指した。 

 

３  分析方法 

分析対象のデータは，クラリベイト・アナ

リティクス社のWeb Of Scienceであり，日本

とアメリカの天文学・宇宙物理学分野の論文

を収集したものである．分析ツールと分析手

法は，Microsoft Excel 2013を用いて統計処

理を施し，続いてCytoScape 3.5.1で，著者

を介した論文間の繋がりと媒介中心性を算

出した。 

分析では，従来の指標での分析として，

Mizukamiら[2]の分析フレームワークに則

り，媒介中心性が高い著者（上位三名）を特

定した。 

そして、媒介中心性が高い著者のコンピテ

ンシーの発見を行った。 

また、日本の媒介中心性の高い著者を上位から

A、B、Cとしアメリカの媒介中心性が高い著

者をD、E、Fとする。 

           

コンピテンシーの出し方としては、論文数の

比較や、経歴、研究分野に焦点を絞ることと

する。 

 

４  分析結果 

 日米の媒介中心性の上位者の論文数を図２

に示す。 

日本 

著者名 論文数 

A １９ 

B １５ 

C ３２ 

アメリカ 

 

図1 論文数の推移 
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著者名 論文数 

D ２４６ 

E ３７８ 

F １１６ 

図２ 日米の媒介中心性の上位者の論文数 

 

経歴は米国では、世界でもトップレベルの大学

を経て世界の有名機関や大学で研究者になっ

ているが。一方の日本では、国内の大学に進学

し、海外の大学や国内機関で研究者になる傾向

がみられた。 

 

研究分野に関しては、特に関係性が見られなか

った。 

 

５ 考察 

本稿は、日本とアメリカについてそれぞれ媒

介中心性を用いたネットワーク分析を行い天

文学・宇宙物理学について研究している中心人

物を特定し、天文学・宇宙物理学に精通した

人々のコンピテンシーの発見をし日本の今後

の研究者に必要なものなどを考察するもので

ある。 

分析の結果、日米の媒介中心性の上位者の論

文数に大きな差が見られた。数値を見ると、日

本では最大論文数が32件であるのに対し、アメ

リカでは最大論文数が378件であった。また、

経歴の比較ではアメリカは世界のトップレベ

ルの大学院に進学後、世界の有名機関や大学で

研究者になっている。一方、日本では国内有名

大学院を卒業後海外の大学や国内機関で研究

者になる傾向がみられた。  

この二つの分析結果より、日米ともに有名大

学院に進学し研究者になる人が天文学・宇宙物

理学の分野で中心的人物になることがわかっ

た。 

 日米で論文数に大幅な差がついてしまって

いることに関しては、研究環境、つまり研究費

の大小が大きな要因であることと共に日本人

の中で天文学・宇宙物理学に関する興味を抱く

人の人数の差にあるのではないかと考えられ

る。 
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